
 

 

『『エエククセセルルととママウウススででででききるる熱熱流流体体ののシシミミュュレレーーシショョンン』』正正誤誤表表  

 

● 初版本につきまして下記の誤りが判明いたしました。赤文字にて正しい表記を明記し

て、深くお詫び申し上げます。 

 

1. ⅷ 下から 12 行目 101 

 

2. p.1 式番号（1.1），（1.2）が図の右側にある． 

 

3. ｐ.3 「4 計算」中の式 

 

(B7+D7)+(1－2* 

 

4. p.4 「図 1.2 1 次元非定常熱伝導の Excelによる数値解析例 

(添付 CD-ROMの Excelプログラム：excel111.xls)」 

 

  ①数式バー 

   ．．．(B7+D7)－(1－．．．)*C7 ⇒ ．．．(B7＋D7)+(1－．．．)*C7 

 

  ②図中のセル A1 

   α(アルファ) ⇒ ａ(エー) 

 

5. p.28 上から 6 行目 m/s ⇒ ms 

 

6. p.39 「図 2.35(c)ワークシート上での格子点とセルの関係」 

 

図中の格子点を通る縦線と横線が、印刷時に欠落 ⇒ 各線を追加 

 

7. p.75 図 4.11、図 4.12 ⇒次の図と差し替え。 
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図4.11 発熱部品，配線 
    基板の温度分布 

図4.12 空気温度分布 
    の計算結果 

温度上昇 温度上昇 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. p.94  式(4.25)：右辺の第 1 項分母にΔx を追加 

 

( )
2

1
1

x
TT

aTT
ct

TT k
i

k
ik

i
k

h
g

k
i

k
i

∆
−

+−=
∆
− +

−

ρ

α
   

 

⇒ ( )
2

1
1

x
TT

aTT
xct

TT k
i

k
ik

i
k

h
g

k
i

k
i

∆
−

+−
∆

=
∆
− +

−

ρ

α
 

 

 

9. p.94 式(4.26)：右辺分子の第 2 項 α ⇒ αg 
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10. p.96 下から 6 行目 

  

その際、Tの係数を適当な名前…  

⇒ その際、温度を表す Tの係数を適当な名前… 

 

11. p.97  図 4.38：四角で囲んだ式の中の｢α｣を大きく。 

 

＝Water!Z15－(αout*(Water!Q15－… ⇒ =Water!Z15－(αout*(Water!Q15－… 



 

 

 

12. p.98  最下行 

 

Excelファイル｢水を含んだ断熱材｣…  

⇒ Excelプログラム｢excel408水を含んだ断熱材.xls｣… 

 

 

13. p.101 上から 4 行目 

 

図 4.43 左上側の丸で示すシート｢Nonwater｣…  

⇒ 図 4.43 左上側の丸で示す．シート｢Nonwater｣… 

 

14. p.101  上から 4 行目から 5 行目にかけて 

 

…同様である．もし，ここにシート｢Water｣の値を引用すると， 

シート｢Nonwater｣とのつながりが… 

⇒ …同様である．もし，ここにシート｢T｣のセルを引用しないと， 

シート｢Water｣と｢Nonwater｣とのつながりが… 

 

15. p.102 図 4.44、図 4.45 ⇒ 4.9 章の見出し｢4.9 配管断熱問題｣の前に。 

 

16. p.102 図 4.44 図中の丸印がずれている ⇒ 段差と合うように。 

 

17. p.102 「図 4.44 それぞれのシートにおけるセルを引用してしまった例(失敗例)。 

不連続点ができている(丸で囲った部分)」 

 

図中の丸が、垂直の線で示された不連続部分からずれている ⇒ この部分へ移動 

 

18. p.105 式(4.44) ： 分子 Foa･Nua ⇒ Foa･Nua / nx･ny 

      1 / ΔX2 ⇒ 1 / ΔX 

1 / ΔY2 ⇒ 1 / ΔY 

分母 Foa ⇒ (Foa･Nua / nx･ny)･Foa 
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19. p.106 上から 3 行目 「Excel409 配管断熱.xls」 ⇒ 「excel409 配管断熱.xls」 

 

20. p.106 下から 5 行目と 4 行目 

 

配管内部ではΔxa，Δya，断熱材 1（内側、配管側）ではΔx1，Δy1， 

断熱材 2（外側，外気側）ではΔx2，Δy2 と記した。 

⇒ 配管内部ではΔXa，ΔYa，断熱材 1（内側，配管側）ではΔX1，ΔY1， 

断熱材 2（外側、外気側）ではΔX2，ΔY2 と記した。 

 

21. p.107  下から 4 行目 式(セル D46) 

 

(Δt過去!D46+Foa*Nu*(SUM(B43:G43)/ΔYa+SUM(H44:H49)/ΔXa)) 

/(1+ Foa*Nu*(Nxa/ΔYa+Nya/ΔXa)) 

⇒(Δt過去!D46+Foa*Nu/Nxa/Nya*(SUM(B43:G43)/ΔYa+ SUM (H44:H49)/ΔXa)) 

/(1+ Foa*Nu/Nxa/Nya *(Nxa/ΔYa+Nya/ΔXa)) 

 

22. p.108 図 4.51 ⇒ 次の図と差し替え。 

 



 

 

 

23. p.109 上から 4 行目から 8 行目 

 

なお，グラフ部分をアクティブにして右クリックし，3D グラフを選択すれば，｢回

転｣の角度を調節することにより，配管の断面図と一致した向きにすることもできる．

そのほかに，軸をアクティブにして[軸の書式設定]→[目盛]を選択して，[軸を反転す

る]にチェックを入れると左右を入れかえることもできる． 

 

⇒ そこで、グラフの軸をアクティブにして[軸の書式設定]→[目盛]を選択し，[軸を

反転する]にチェックを入れると左右を入れかえることができ，配管の断面図と

一致した向きにすることができる．そのほかに，グラフ部分をアクティブにし

て右クリックし，3Dグラフを選択すれば，｢回転｣の角度を調節でき向きを変更

できる． 

 

 

24. p.109 図 4.52 ⇒ 次の図と差し替え。 

 



 

 

 

 

 

25. p.110 図 4.53 ⇒ 次の図と差し替え。 

 



 

 

 

 

26. p.112 下から 4 行目 「セル(R15C4: ) ⇒ セル(R51C4: ) 

 

27. p.115、p.118、p.119 で使用されている y 方向の速度 v (イタリックのブイ)と動粘性係

数の記号ν(ギリシャ文字のニュー)のフォントが類似。 

①式(4.48)、(4.49)、(4.52)、(4.53)の右辺第 2 項の小括弧の前につけられている記号 

→ ν(ギリシャ文字のニュー)  

②同様に、式(4.59)の第 1 行目の U、V と第 3 行目のψ、Z の分母並びに第 2 行目の

Pr右辺の分子の記号 → ν(ギリシャ文字のニュー)  

※なお、CD-ROMの excel411 筐体計算.xlsでは、動粘性係数の記号 

→ η(ギリシャ文字のイータ)  

 

28. p.115 式(4.50)の右辺第 2 項の分母 p(ピー) ⇒ ρ(ロー) 

 

29. p.120 「図 4.66境界条件」：図中の上壁の渦度；－がつく。 
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30. p.133 上から 2 行目 (y、x：図 4.82 ⇒ (x、y、z：図 4.82 

 

31. p.139 下から 7 行目 300℃のときについて、の ⇒ 300℃のときについての 

 

32. p.140 式(4.81)：I も括弧に入れる。 

「[(偏差)＋(積分値)＋(微分値)・D]」  
                I 

⇒「 







++ D

I
（微分値）・

（積分値）
（偏差） 」 

 

33. 添付 CD-ROM内の Excelファイル「excel403 基板演習.xls」のシート「基板演習」 

①セル R24C2 → 「レイノルズ数」を追記。 

②セル R24C4 → レイノルズ数の計算式「=R[-14]C*R[-18]C[1]/R[-3]C」を追記。 

③セル R161C4:R170C13「基板の対流熱伝達率」の計算式 

「=IF(R[-2]C>500000, .037*((R10C4/R21C4)^0.8)*(R22C4^0.667)*R20C4/(R7C5^0.2), 

0.458*((R10C4/R21C4)^0.5)*(R22C4^0.333)*R20C4/((R159C*0.001)^0.5))」 

⇒「=IF(R24C4>500000, .037*((R10C4/R21C4)^0.8)*(R22C4^0.667)*R20C4/(R7C5^0.2), 

0.458*((R10C4/R21C4)^0.5)*(R22C4^0.333)*R20C4/((R159C*0.001)^0.5))」 

 

34. 添付 CD-ROM内の Excelファイル「excel403 基板実用.xls」のシート「基板実用 1」 

①セル R24C2 → 「レイノルズ数」を追記。 

②セル R24C4 → レイノルズ数の計算式「=R[-14]C*R[-18]C[1]/R[-3]C」を追記 

③セル R161C4:R180C23「基板の対流熱伝達率」の計算式 

「=IF(R[-2]C>500000, .037*((R10C4/R21C4)^0.8)*(R22C4^0.667)*R20C4/(R7C5^0.2), 

0.458*((R10C4/R21C4)^0.5)*(R22C4^0.333)*R20C4/((R159C*0.001)^0.5))」 

⇒「=IF(R24C4>500000, 0.037*((R10C4/R21C4)^0.8)*(R22C4^0.667)*R20C4/(R7C5^0.2), 

0.458*((R10C4/R21C4)^0.5)*(R22C4^0.333)*R20C4/((R159C*0.001)^0.5))」 

 

35. 添付 CD-ROM内の Excelファイル「excel418PID 制御.xls」のシート「制御計算」 

セル R14C2  

「ヒータ最大発熱量[W/m]」 ⇒ 「ヒータ最大発熱量[W]」 

 

36. 添付 CD-ROM内の Excelファイル「excel404 ゆで卵 1.xls」のシート「内容説明」 

64 行目ｓ 

「+cqQi,j」 ⇒ 「+2cqQi,j」 

 


